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坂
病
院
の
「
坂
」
の
由
来
は
、

「
病
院
が
坂
の
上
に
あ
る
か
ら
な

の
」
と
思
っ
て
い
る
職
員
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。
先
輩
が
耳
に

す
る
と
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
怒
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
私

は
、
そ
れ
く
ら
い
坂
病
院
の

「
坂
」
が
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ

る
ほ
ど
に
な
り
喜
ば
し
い
と
も
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
の

中
が
厳
し
く
な
り
、
自
ら
の
「
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
を
明
確
に
し
な

い
で
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
持

ち
に
追
い
立
て
ら
れ
る
今
日
、
自

ら
の
ル
ー
ツ
も
知
り
た
く
な
る
も

の
で
す
。

　

表
題
を
見
る
と
、
既
に
坂
病
院

の
「
坂
」
の
由
来
は
お
分
か
り
で

し
ょ
う
。
坂
病
院
を
作
っ
た
初
代

坂
定
義
、
２
代
目
坂
猶
興
の

「
坂
」
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
大
正
元
年
着
工
し
３
年
に

竣
工
し
た
病
院
の
当
時
の
名
前
は

「
私
立
塩
釜
病
院
」
で
し
た
。
な

ぜ
「
坂
」
で
な
か
っ
た
の
か
。
当

時
の
規
則
に
、
民
間
立
の
場
合

は
、
「
私
立
○
○
病
院
」
と
す
る

こ
と
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま
し

た
。
古
川
の
片
倉
病
院
は
「
私
立

古
川
病
院
」
と
い
う
具
合
で
す
。

　

こ
の
当
時
の
記
録
で
は
、
私
立

塩
釜
病
院
は
県
内
11
番
目
開
設
の

病
院
で
す
。
初
代
坂
定
義
先
生

は
、
２
代
目
猶
興
先
生
の
叔
父
さ

ん
に
当
た
り
ま
す
。
当
県
の
開
業

医
試
験
に
合
格
し
、
東
京
医
学
校

（
現
東
大
医
学
部
の
前
身
）
に
進

み
、
陸
軍
軍
医
と
な
り
ま
す
。
有

名
な
「
八
甲
田
山
死
の
行
軍
」
で

全
滅
し
た
部
隊
の
救
援
隊
に
軍
医

と
し
て
参
加
し
、
後
に
功
績
を
表

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

新
発
田
衛
戍
病
院
院
長
を
最
後

に
除
隊
し
て
、
塩
釜
の
大
森
商
店

の
２
階
に
開
業
し
ま
す
が
、
大
変

は
や
っ
た
た
め
に
同
業
者
か
ら
妬

ま
れ
て
、
妨
害
さ
れ
る
た
め
、
場

所
を
今
の
地
に
新
築
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
当
時
は
、
狐
狸
が
出

没
す
る
場
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
潰

れ
る
で
あ
ろ
う
と
噂
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
高
台
に
あ
り
ま
す
が
、
当

時
の
地
名
は
「
赤
浜
」
と
あ
り
、

海
岸
線
が
迫
っ
て
い
た
か
湿
地
帯

が
広
が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
当
時
で
は
珍
し
い
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
機
も
導
入
し
旺
盛
な
医

療
活
動
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
白

馬
に
ま
た
が
り
往
診
し
、
貧
し
い

家
で
は
往
診
料
を
求
め
ず
逆
に
座

布
団
の
下
に
小
銭
を
置
い
て
き

た
、
と
の
話
は
、
私
も
往
診
先
の

ご
老
人
か
ら
直
接
耳
に
し
ま
し

た
。
武
道
場
を
建
て
青
年
の
社
会

教
育
な
ど
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

　

定
義
先
生
の
歴
史
上
の
偉
業

は
、
病
院
建
設
に
当
た
り
市
民
の

力
を
結
集
し
た
こ
と
で
す
。
大
正

元
年
（
１
９
１
２
年
）
は
、
日
本

初
の
労
働
組
合
「
友
愛
会
」
が
宮

城
県
金
成
町
出
身
の
鈴
木
文
治
ら

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
な
ど
、
労
働

争
議
、
小
作
争
議
な
ど
も
増
加
す

る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
胎
動
期

で
し
た
。
こ
の
時
、
定
義
先
生

は
、
地
域
の
多
数
の
人
々
の
知
恵

と
力
（
寄
付
金
、
建
築
資
材
、
労

働
力
）
を
結
集
し
２
階
建
て
の
立

派
な
病
院
を
建
設
し
ま
し
た
（
坂

病
院
中
庭
に
あ
る
大
き
な
石
碑
の

裏
を
御
覧
下
さ
い
）
。
こ
の
協
力

者
に
は
浦
霞
醸
造
元
佐
浦
さ
ん
の

名
も
あ
り
ま
す
。
当
時
の
病
院
づ

く
り
は
、
金
持
ち
が
建
て
る
の
が

一
般
的
で
し
た
。
今
日
の
宮
城
厚

生
協
会
や
民
医
連
の
共
同
組
織
に

通
じ
る
病
院
建
設
を
約
１
０
０
年

前
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
「
民
主

主
義
の
先
駆
性
」
に
私
は
驚
く
と

と
も
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま

す
。
定
義
先
生
は
、
互
助
会
的
な

組
織
「
自
衛
会
」
を
多
賀
城
、
利

府
で
行
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

猶
興
先
生
は
、
祖
父
坂
英
力

（
奥
州
越
列
藩
同
盟
総
大
将
）
を

も
ち
、
父
軍
医
坂
琢
治
と
母
し
ま

の
下
に
生
ま
れ
厳
格
な
教
育
を
受

け
て
成
長
し
た
よ
う
で
す
。
仙
台

一
中
時
代
は
剣
道
の
達
人
と
言
わ

れ
た
腕
前
で
し
た
。
社
会
に
目
を

向
け
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
１
８

年
の
米
騒
動
の
一
群
に
付
い
て
回

っ
た
少
年
期
の
体
験
で
あ
っ
た
と

後
に
語
っ
て
い
ま
す
が
、
京
都
帝

大
法
学
部
学
生
の
兄
の
影
響
で
社

会
運
動
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
帝
大
医

学
部
で
は
、
社
会
科
学
研
究
会
を

組
織
し
た
り
、
全
国
の
組
織
と
連

帯
し
た
り
、
医
学
部
新
聞
発
行
で

教
授
会
と
や
り
あ
う
な
ど
、
日
本

の
中
国
侵
略
政
策
下
、
大
学
の
民

主
主
義
を
守
る
運
動
の
先
頭
に
立

ち
ま
し
た
。
卒
業
後
医
学
部
衛
生

学
教
室
の
講
師
を
勤
め
な
が
ら

も
、
小
作
争
議
の
救
援
や
、
消
費

者
組
合
運
動
（
理
事
）
な
ど
民
衆

の
運
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
ま
し

た
。
当
時
の
天
皇
制
軍
国
主
義
国

家
は
、
本
格
的
な
中
国
侵
略
戦
争

に
突
き
進
む
に
当
た
り
、
民
衆
の

反
戦
平
和
運
動
の
取
り
締
ま
り
、

弾
圧
を
強
行
し
全
国
一
斉
に
共
産

党
員
や
シ
ン
パ
の
検
挙
・
監
禁
を

大
掛
か
り
に
行
い
ま
し
た
。
小
林

多
喜
二
も
こ
の
時
に
、
監
禁
・
拷

問
に
遭
い
命
を
落
と
し
ま
す
。
猶

興
先
生
も
逮
捕
さ
れ
、
執
行
猶
予

付
き
懲
役
刑
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
大
学
に
戻
れ
ず
、
秋
田
医
療
利

用
組
合
運
動
（
戦
後
、
厚
生
連
）

満開の坂病院旧棟（最初の名称は私立塩釜病院）

「時代と社会と未来を
　　　  大きく見据えて」

に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
。
圧
倒
的

な
国
家
権
力
が
、
闇
夜
に
国
民
を

総
動
員
し
た
時
代
と
社
会
に
真
っ

向
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
先
生
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む

の
で
し
ょ
う
か
。　

（
次
号
に
続
く
）

に
参
加
し
ま
す
。
横
堀
診
療
所

（
現
湯
沢
市
）
で
２
年
間
厳
し
い

秋
田
で
の
診
療
活
動
に
参
加
し
て

い
る
う
ち
に
、
定
義
先
生
が
亡
く

な
っ
た
た
め
に
、
急
遽
病
院
の
継

続
の
た
め
に
戻
り
ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

以
上
、
猶
興
先
生
の
青
年
時
代

景山流居合訓練　長男英毅と四男猶興

「
坂
」の
由
来
は
？

坂
定
義
先
生
の
偉
業

坂
猶
興
先
生
の
青
年
時
代

坂総合病院名誉院長　村　口　　　至

坂猶興と宮城厚生協会

（上）

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

坂
定
義　

坂
病
院
創
設
者
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年
期
の
体
験
で
あ
っ
た
と

後
に
語
っ
て
い
ま
す
が
、
京
都
帝

大
法
学
部
学
生
の
兄
の
影
響
で
社

会
運
動
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
帝
大
医

学
部
で
は
、
社
会
科
学
研
究
会
を

組
織
し
た
り
、
全
国
の
組
織
と
連

帯
し
た
り
、
医
学
部
新
聞
発
行
で

教
授
会
と
や
り
あ
う
な
ど
、
日
本

の
中
国
侵
略
政
策
下
、
大
学
の
民

主
主
義
を
守
る
運
動
の
先
頭
に
立

ち
ま
し
た
。
卒
業
後
医
学
部
衛
生

学
教
室
の
講
師
を
勤
め
な
が
ら

も
、
小
作
争
議
の
救
援
や
、
消
費

者
組
合
運
動
（
理
事
）
な
ど
民
衆

の
運
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
ま
し

た
。
当
時
の
天
皇
制
軍
国
主
義
国

家
は
、
本
格
的
な
中
国
侵
略
戦
争

に
突
き
進
む
に
当
た
り
、
民
衆
の

反
戦
平
和
運
動
の
取
り
締
ま
り
、

弾
圧
を
強
行
し
全
国
一
斉
に
共
産

党
員
や
シ
ン
パ
の
検
挙
・
監
禁
を

大
掛
か
り
に
行
い
ま
し
た
。
小
林

多
喜
二
も
こ
の
時
に
、
監
禁
・
拷

問
に
遭
い
命
を
落
と
し
ま
す
。
猶

興
先
生
も
逮
捕
さ
れ
、
執
行
猶
予

付
き
懲
役
刑
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
大
学
に
戻
れ
ず
、
秋
田
医
療
利

用
組
合
運
動
（
戦
後
、
厚
生
連
）

満開の坂病院旧棟（最初の名称は私立塩釜病院）

「時代と社会と未来を
　　　  大きく見据えて」

に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
。
圧
倒
的

な
国
家
権
力
が
、
闇
夜
に
国
民
を

総
動
員
し
た
時
代
と
社
会
に
真
っ

向
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
先
生
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む

の
で
し
ょ
う
か
。　

（
次
号
に
続
く
）

に
参
加
し
ま
す
。
横
堀
診
療
所

（
現
湯
沢
市
）
で
２
年
間
厳
し
い

秋
田
で
の
診
療
活
動
に
参
加
し
て

い
る
う
ち
に
、
定
義
先
生
が
亡
く

な
っ
た
た
め
に
、
急
遽
病
院
の
継

続
の
た
め
に
戻
り
ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

以
上
、
猶
興
先
生
の
青
年
時
代

景山流居合訓練　長男英毅と四男猶興

「
坂
」の
由
来
は
？

坂
定
義
先
生
の
偉
業

坂
猶
興
先
生
の
青
年
時
代

坂総合病院名誉院長　村　口　　　至

坂猶興と宮城厚生協会

（上）

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

坂
定
義　

坂
病
院
創
設
者
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２
年
前
か
ら
健
診
セ
ン
タ
ー
勤

務
を
仰
せ
つ
か
り
、
病
棟
を
離
れ

て
休
日
は
完
全
オ
フ
を
幸
い
、
休

日
に
は
悪
天
候
で
な
け
れ
ば
釣
り

に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
８

月
は
夏
休
み
と
週
末
合
わ
せ
12
日

休
み
ま
し
た
が
釣
り
に
行
っ
た
の

は
そ
の
う
ち
５
回
で
す
。

　

風
が
弱
く
波
が
な
い
日
に
は
船

で
塩
釜
〜
松
島
湾
へ
、
船
が
出
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
で
は
、
加
入
者
が

健
診
で
き
る
健
診
実
施
機
関
を
指
定
し
て
、
年
１
回
事
業
主

へ
案
内
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

検
診
を
同
時
に
実
施
可
能
な
事
業
所
を
指
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
そ
の
縛
り
が
緩
め
ら
れ
、
協
会
事
業
所
も
申

請
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

泉
病
院
で
も
宮
城
支
部
に
申
請
し
、
書
類
審
査
及
び
９
月

１
日
の
実
地
調
査
を
パ
ス
し
て
２
日
付
け
で
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
扶
養
者
だ
け
で
な
く
被
保
険
者
本
人
の

一
般
健
診
と
負
荷
健
診
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
被
保
険
者
は
、
県
内
25
万
人
、
泉
区
だ
け

で
も
１
万
人
。
健
診
実
施
機
関
は
仙
台
市
に
集
中
し
て
お

り
、
泉
区
の
指
定
は
泉
病
院
が
３
番
目
と
加
入
者
が
非
常
に

受
け
に
く
い
状
況
の
中
で
、
今
回
厚
生
協
会
が
手
を
挙
げ
た

こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
は
長
町
、
古
川
も
９
月
中
に
実
地
調
査
を
受
け
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

釣
り
三
昧

釣
り
三
昧

釣
り
三
昧

泉
病
院
が
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

　

健
康
保
険
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
　

実
施
医
療
機
関
に
指
定
さ
れ
る
！

な
い
日
に
は
風
が
余
り
強
く
な
け

れ
ば
七
ヶ
浜
〜
仙
台
港
の
岸
壁
で

釣
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
相
手
は

魚
で
す
か
ら
釣
れ
な
い
時
は
釣
れ

ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
サ
オ
に
魚
信

が
来
た
時
に
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
ピ
ク
ピ
ク
と
サ
オ
に
魚
信
が

あ
っ
て
も
慌
て
て
巻
き
上
げ
れ
ば

バ
ラ
す
し
、
逆
に
ゆ
っ
く
り
取
り

込
も
う
と
す
れ
ば
、
比
較
的
根
掛

か
り
し
な
い
松
島
湾
で
も
根
に
深

く
逃
げ
ら
れ
て
仕
掛
け
を
切
ら
れ

た
り
。
さ
て
、
サ
オ
で
シ
ャ
ク
っ

て
水
面
近
く
ま
で
寄
せ
て
慎
重
に

玉
網
で
取
り
こ
ん
で
み
る
と
、
河

豚
だ
っ
た
り
し
て
ガ
ッ
カ
リ
。
で

も
、
８
月
は
30
㎝
の
鰈
が
つ
れ
て

ホ
ク
ホ
ク
で
す
。

　

自
然
相
手
の
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う

の
は
休
み
が
あ
っ
て
も
ダ
メ
で
し

て
、
天
候
が
味
方
し
て
く
れ
な
け

れ
ば
釣
り
に
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
暑
い
の
も
体
に
は
き
つ
い
で
す

ね
。
今
年
の
夏
は
天
候
不
順
の
た

め
暑
く
て
大
変
だ
っ
た
日
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

ま
た
、
海
水
温
や
潮
の
干
満
も
釣

果
に
は
影
響
し
ま
す
。
で
も
夏
休

み
か
週
末
し
か
ゆ
っ
く
り
で
き
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、
い
ち
い
ち
贅

沢
は
言
え
な
い
の
で
、
潮
目
に
関

係
な
く
行
け
る
時
に
は
釣
り
竿
は

出
し
て
い
ま
す
。
仙
台
圏
の
釣
り

は
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
年
中
で
き

る
の
で
、
月
に
１
回
は
な
ん
と
か

潮
の
に
お
い
を
嗅
ぐ
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

泉
病
院
副
事
務
長　

前
谷
津　

温
子

健
診
セ
ン
タ
ー
所
長　

佐　

藤　

佳　

樹

夏
休
み
は
海
へ
、

夏
休
み
は
海
へ
、

魚
信
に
ワ
ク
ワ
ク
、

　

30
㎝
の
鰈
に
ホ
ク
ホ
ク

月
１
回
は

　

潮
の
に
お
い
を
嗅
ぐ

診察中の佐藤佳樹先生
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全
日
本
民
医
連
が
厚
労
省
と
の

懇
談
や
記
者
会
見
を
実
施
し
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
話
題
と
な
っ
た
新
要

介
護
認
定
制
度
の
問
題
で
す
。

　

①
利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
訪
問
調
査
）
項
目
が
認
知
症
関

連
中
心
に
大
幅
に
削
除
さ
れ
、
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
判
断
基
準
の
見

直
し
）
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
重
視

の
一
次
判
定
結
果
で
軽
度
化
の
し

く
み
を
作
り
、
②
調
査
結
果
か
ら

算
出
さ
れ
る
「
基
準
時
間
」
（
介

護
の
手
間
を
推
計
す
る
指
標
）
短

縮
化
で
、
同
じ
状
態
で
も
軽
度
判

定
と
な
る
仕
組
み
を
作
り
、
こ
れ

ま
で
の
審
査
会
で
の
処
理
事
項
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
（
ま
す
ま

す
利
用
者
国
民
の
目
が
届
か
な

い
、
一
層
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
）
に
切
り
替
え
、
③
審
査
会

（
二
次
・
最
終
判
定
）
の
関
与
を

減
ら
す
た
め
（
介
護
保
険
制
度
の

建
前
か
ら
も
逸
脱
）
、
認
定
資
料

か
ら
統
計
指
標
な
ど
を
削
除
し
、

一
次
判
定
結
果
変
更
の
根
拠
は
、

「
認
定
調
査
の
特
記
事
項
」
と

「
主
治
医
意
見
書
」
に
限
定
し
、

利
用
者
の
実
情
に
沿
っ
た
見
直
し

を
困
難
に
し
、
要
介
護
度
認
定
ラ

ン
ク
全
体
を
軽
度
化
で
き
る
仕
組

み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
方
式
変
更
に
よ
り
、

厚
労
省
が
、
介
護
給
付
費
を
２
８

４
億
円
〜
３
８
４
億
円
削
減
可
能

と
明
記
し
た
内
部
文
書
の
存
在

が
、
４
月
に
判
明
し
、
更
新
認
定

の
方
に
は
経
過
措
置
が
取
ら
れ
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
新
規
や
区
分
変
更
の

方
に
は
、
既
に
新
認
定
制
度
で
の

結
果
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
７
月
の
審
議
会
を
山
場

に
、
地
域
の
事
業
者
や
利
用
者
に

制
度
改
悪
内
容
を
知
ら
せ
、
各
事

業
所
で
も
影
響
実
態
調
査
を
し
、

７
月
16
日
に
全
日
本
民
医
連
が
記

者
会
見
・
厚
労
省
交
渉
を
し
ま
し

た
。

　

経
過
措
置
の
問
題
点
と
し
て

は
、
新
制
度
で
の
認
定
結
果
に
つ

い
て
情
報
未
公
表
自
治
体
が
多

く
、
開
示
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

仙
台
市
も
明
示
せ
ず
、
利
用
者
か

ら
同
意
を
得
て
、
審
査
会
情
報
を

区
役
所
に
赴
き
取
り
寄
せ
る
活
動

を
し
ま
し
た
。
影
響
調
査
結
果
か

ら
は
、
経
過
措
置
を
希
望
し
な
か

っ
た
た
め
「
要
介
護
３
か
ら
要
支

援
１
」
と
４
段
階
軽
度
の
判
定
事

例
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
で
Ａ
Ｄ

Ｌ
は
自
立
し
て
い
る
も
、
時
間
の

理
解
困
難
・
発
語
な
し
・
漢
字
は

読
め
な
い
方
が
非
該
当
（
泉
）、

要
介
護
２
以
下
の
軽
度
の
方
が
軒

並
み
軽
度
に
判
定
さ
れ
、
特
に
非

該
当
＝
自
立
判
定
増
等
の
実
態
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
第
２
回
「
要
介

護
認
定
の
見
直
し
に
関
わ
る
検

証
・
検
討
会
」
（
７
月
13
日
）
で

も
新
規
申
請
で
要
介
護
「
非
該

当
」
が
倍
増
、
中
度
減
、
非
該
当

と
軽
度
増
の
結
果
が
確
認
さ
れ
、

結
城
淑
徳
大
准
教
授
ら
が
公
表
し

た
更
新
申
請
結
果
分
析
で
も
、
約

４
割
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

一
次
判
定
で
軽
度
化
し
、
認
定
審

査
会
に
よ
る
二
次
判
定
で
軽
度
化

が
覆
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
要
介
護
認
定
関
係
者

へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
は
、
一
次
判
定
で
は
軽

度
化
傾
向
が
あ
る
た
め
特
記
事
項

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
が
、

「
調
査
（
書
類
作
成
）
や
審
査

（
特
記
事
項
の
長
文
読
解
）
に
要

す
る
時
間
が
か
か
る
」
「
調
査
員

の
聞
き
取
り
能
力
で
結
果
に
差
が

生
じ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
そ

の
他
、
「
同
席
者
不
在
の
高
齢
者

は
、
調
査
員
に
と
っ
て
も
判
断
材

料
が
不
足
し
が
ち
」
な
ど
独
居
高

齢
者
や
申
請
者
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
や
家
族
の
説
明
能
力
に
よ
っ

て
差
が
生
じ
る
な
ど
不
利
な
結
果

と
な
っ
て
い
る
と
の
意
見
。
ま

た
、
実
際
に
実
施
の
介
助
内
容
を

基
に
介
助
の
有
無
を
判
断
す
る
た

め
、
「
自
分
で
何
と
か
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
独
居
高
齢
者

は
、
「
家
族
の
協
力
体
制
が
整
っ

て
い
る
高
齢
者
や
、
た
と
え
能
力

が
あ
っ
て
も
介
助
を
受
け
て
い
る

施
設
入
所
者
よ
り
不
利
に
な
る
」

と
の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
新
制
度
に
対
す
る
批

判
と
改
善
を
求
め
る
世
論
の
反
映

か
ら
７
月
28
日
の
第
３
回
検
証
・

検
討
会
で
現
時
点
で
の
検
証
は
一

応
終
え
た
と
し
、
新
認
定
制
度
実

施
後
わ
ず
か
４
ヶ
月
で
認
定
基
準

そ
の
も
の
を
大
き
く
修
正
し
ま
し

た
。
経
過
措
置
は
９
月
一
杯
で
廃

止
、
10
月
か
ら
修
正
し
た
認
定
基

準
に
全
面
的
に
切
り
替
え
る
通
知

を
出
し
ま
し
た
。

　

修
正
案
で
は
、
認
定
基
準
見
直

し
が
さ
れ
、
①
「
評
価
軸
」
そ
の

も
の
の
見
直
し
を
し
、「
生
活
習

慣
等
に
よ
り
行
為
が
発
生
し
て
い

な
い
場
合
」
は
「
介
助
な
し
を
選

択
し
特
記
事
項
に
状
況
記
載
」
で

し
た
が
、「
類
似
の
行
為
で
評
価

で
き
る
」
な
ど
に
変
更
、
②
個
別

調
査
17
項
目
の
定
義
を
見
直
し

「
座
位
保
持
の
１
分
程
度
保
て
れ

ば
で
き
る
」
か
ら
「
10
分
程
度
」

に
戻
し
、「
食
事
摂
取
」
で
は
「
一

部
介
助
」
に
「
食
べ
や
す
く
す
る

た
め
の
介
助
」
も
含
む
、
中
心
静

脈
栄
養
は
「
全
介
助
」
と
す
る
な

ど
で
す
。

　　

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
厚

労
省
は
「
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
ほ
ぼ
４
月
改
定
時
に
戻
っ
た
」

と
説
明
。
し
か
し
、
実
際
の
認
定

調
査
を
踏
ま
え
な
い
こ
と
や
基
準

時
間
設
定
の
基
礎
デ
ー
タ
が
施
設

デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
矛

盾
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
批
判
の
多
か
っ
た
認
知
症

の
調
査
項
目
削
減
に
よ
っ
て
、
状

況
把
握
や
判
定
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
て
い
る
か
の
検
証
の
形
跡

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
二
次

判
定
の
問
題
も
不
問
の
ま
ま
で

す
。

　

軽
度
判
定
の
促
進
と
同
時
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
依
存
に
よ
り
、
要

介
護
度
構
成
比
の
自
在
な
調
整
を

可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
認
定
シ

ス
テ
ム
を
介
護
給
付
費
抑
制
の
ツ

ー
ル
に
作
り
変
え
る
点
に
あ
り
ま

『利用できない・利用させない
　介護保険』にしてはならない！

　４月の介護保険改定内容について、その影響、実態等を報告。その２回目です。
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❷

新
要
介
護
認
定
制
度
の
問
題

ラ
ン
ク
軽
度
化
の
し
く
み
作
り

経
過
措
置
の
問
題
点

情
報
未
公
表
、軒
並
み
軽
判
定

す
。
認
定
基
準
の
み
を
手
直
し
て

も
こ
の
基
本
骨
格
を
変
え
な
い
限

り
、
『
利
用
で
き
な
い
・
利
用
さ

せ
な
い
介
護
保
険
』
の
事
態
を
い

っ
そ
う
広
げ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
要
介
護
認
定
制
度

は
、
保
険
給
付
の
「
資
格
」
「
水

準
」
を
決
定
す
る
介
護
保
険
制
度

の
根
幹
シ
ス
テ
ム
で
す
。
全
体
に

対
す
る
総
合
的
な
検
証
、
利
用
者

（
申
請
者
）
の
介
護
、
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
検
証
も
含
め
、

引
き
続
き
検
討
・
議
論
が
必
要
で

す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
こ

の
間
、
地
域
の
団
体
・
方
々
か
ら

の
講
師
依
頼
を
受
け
、
大
い
に
知

ら
せ
る
活
動
（
私
も
６
回
ほ
ど
呼

ば
れ
講
師
活
動
）
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
次
期
介
護
保
険
制
度

改
悪
の
方
向
性
も
見
え
て
き
て
い

ま
す
。
介
護
新
署
名
・
私
の
ひ
と

こ
と
を
さ
ら
に
広
め
ま
し
ょ
う
。

当
院
で
も
各
事
業
所
に
依
頼
し
、

続
々
と
返
事
が
返
っ
て
き
て
い
ま

す
。

介護保険制度へ多くの切実な声
が寄せられています

約
４
割
が

　

一
次
判
定
は
軽
度
化

二
次
判
定
で
覆
さ
れ
る
も

認
定
基
準
大
き
く
修
正

改
善
求
め
る
世
論
の
反
映

修
正
検
証
の
形
跡
な
し

判
定
問
題
も
不
問
の
ま
ま

新
認
定
制
度
の
ね
ら
い
は

介
護
給
付
費
抑
制
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全
日
本
民
医
連
が
厚
労
省
と
の

懇
談
や
記
者
会
見
を
実
施
し
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
話
題
と
な
っ
た
新
要

介
護
認
定
制
度
の
問
題
で
す
。

　

①
利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
訪
問
調
査
）
項
目
が
認
知
症
関

連
中
心
に
大
幅
に
削
除
さ
れ
、
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
判
断
基
準
の
見

直
し
）
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
重
視

の
一
次
判
定
結
果
で
軽
度
化
の
し

く
み
を
作
り
、
②
調
査
結
果
か
ら

算
出
さ
れ
る
「
基
準
時
間
」
（
介

護
の
手
間
を
推
計
す
る
指
標
）
短

縮
化
で
、
同
じ
状
態
で
も
軽
度
判

定
と
な
る
仕
組
み
を
作
り
、
こ
れ

ま
で
の
審
査
会
で
の
処
理
事
項
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
（
ま
す
ま

す
利
用
者
国
民
の
目
が
届
か
な

い
、
一
層
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
）
に
切
り
替
え
、
③
審
査
会

（
二
次
・
最
終
判
定
）
の
関
与
を

減
ら
す
た
め
（
介
護
保
険
制
度
の

建
前
か
ら
も
逸
脱
）
、
認
定
資
料

か
ら
統
計
指
標
な
ど
を
削
除
し
、

一
次
判
定
結
果
変
更
の
根
拠
は
、

「
認
定
調
査
の
特
記
事
項
」
と

「
主
治
医
意
見
書
」
に
限
定
し
、

利
用
者
の
実
情
に
沿
っ
た
見
直
し

を
困
難
に
し
、
要
介
護
度
認
定
ラ

ン
ク
全
体
を
軽
度
化
で
き
る
仕
組

み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
方
式
変
更
に
よ
り
、

厚
労
省
が
、
介
護
給
付
費
を
２
８

４
億
円
〜
３
８
４
億
円
削
減
可
能

と
明
記
し
た
内
部
文
書
の
存
在

が
、
４
月
に
判
明
し
、
更
新
認
定

の
方
に
は
経
過
措
置
が
取
ら
れ
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
新
規
や
区
分
変
更
の

方
に
は
、
既
に
新
認
定
制
度
で
の

結
果
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
７
月
の
審
議
会
を
山
場

に
、
地
域
の
事
業
者
や
利
用
者
に

制
度
改
悪
内
容
を
知
ら
せ
、
各
事

業
所
で
も
影
響
実
態
調
査
を
し
、

７
月
16
日
に
全
日
本
民
医
連
が
記

者
会
見
・
厚
労
省
交
渉
を
し
ま
し

た
。

　

経
過
措
置
の
問
題
点
と
し
て

は
、
新
制
度
で
の
認
定
結
果
に
つ

い
て
情
報
未
公
表
自
治
体
が
多

く
、
開
示
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

仙
台
市
も
明
示
せ
ず
、
利
用
者
か

ら
同
意
を
得
て
、
審
査
会
情
報
を

区
役
所
に
赴
き
取
り
寄
せ
る
活
動

を
し
ま
し
た
。
影
響
調
査
結
果
か

ら
は
、
経
過
措
置
を
希
望
し
な
か

っ
た
た
め
「
要
介
護
３
か
ら
要
支

援
１
」
と
４
段
階
軽
度
の
判
定
事

例
や
、
高
次
脳
機
能
障
害
で
Ａ
Ｄ

Ｌ
は
自
立
し
て
い
る
も
、
時
間
の

理
解
困
難
・
発
語
な
し
・
漢
字
は

読
め
な
い
方
が
非
該
当
（
泉
）、

要
介
護
２
以
下
の
軽
度
の
方
が
軒

並
み
軽
度
に
判
定
さ
れ
、
特
に
非

該
当
＝
自
立
判
定
増
等
の
実
態
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
第
２
回
「
要
介

護
認
定
の
見
直
し
に
関
わ
る
検

証
・
検
討
会
」
（
７
月
13
日
）
で

も
新
規
申
請
で
要
介
護
「
非
該

当
」
が
倍
増
、
中
度
減
、
非
該
当

と
軽
度
増
の
結
果
が
確
認
さ
れ
、

結
城
淑
徳
大
准
教
授
ら
が
公
表
し

た
更
新
申
請
結
果
分
析
で
も
、
約

４
割
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

一
次
判
定
で
軽
度
化
し
、
認
定
審

査
会
に
よ
る
二
次
判
定
で
軽
度
化

が
覆
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
要
介
護
認
定
関
係
者

へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
は
、
一
次
判
定
で
は
軽

度
化
傾
向
が
あ
る
た
め
特
記
事
項

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
が
、

「
調
査
（
書
類
作
成
）
や
審
査

（
特
記
事
項
の
長
文
読
解
）
に
要

す
る
時
間
が
か
か
る
」
「
調
査
員

の
聞
き
取
り
能
力
で
結
果
に
差
が

生
じ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
そ

の
他
、
「
同
席
者
不
在
の
高
齢
者

は
、
調
査
員
に
と
っ
て
も
判
断
材

料
が
不
足
し
が
ち
」
な
ど
独
居
高

齢
者
や
申
請
者
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
や
家
族
の
説
明
能
力
に
よ
っ

て
差
が
生
じ
る
な
ど
不
利
な
結
果

と
な
っ
て
い
る
と
の
意
見
。
ま

た
、
実
際
に
実
施
の
介
助
内
容
を

基
に
介
助
の
有
無
を
判
断
す
る
た

め
、
「
自
分
で
何
と
か
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
独
居
高
齢
者

は
、
「
家
族
の
協
力
体
制
が
整
っ

て
い
る
高
齢
者
や
、
た
と
え
能
力

が
あ
っ
て
も
介
助
を
受
け
て
い
る

施
設
入
所
者
よ
り
不
利
に
な
る
」

と
の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
新
制
度
に
対
す
る
批

判
と
改
善
を
求
め
る
世
論
の
反
映

か
ら
７
月
28
日
の
第
３
回
検
証
・

検
討
会
で
現
時
点
で
の
検
証
は
一

応
終
え
た
と
し
、
新
認
定
制
度
実

施
後
わ
ず
か
４
ヶ
月
で
認
定
基
準

そ
の
も
の
を
大
き
く
修
正
し
ま
し

た
。
経
過
措
置
は
９
月
一
杯
で
廃

止
、
10
月
か
ら
修
正
し
た
認
定
基

準
に
全
面
的
に
切
り
替
え
る
通
知

を
出
し
ま
し
た
。

　

修
正
案
で
は
、
認
定
基
準
見
直

し
が
さ
れ
、
①
「
評
価
軸
」
そ
の

も
の
の
見
直
し
を
し
、「
生
活
習

慣
等
に
よ
り
行
為
が
発
生
し
て
い

な
い
場
合
」
は
「
介
助
な
し
を
選

択
し
特
記
事
項
に
状
況
記
載
」
で

し
た
が
、「
類
似
の
行
為
で
評
価

で
き
る
」
な
ど
に
変
更
、
②
個
別

調
査
17
項
目
の
定
義
を
見
直
し

「
座
位
保
持
の
１
分
程
度
保
て
れ

ば
で
き
る
」
か
ら
「
10
分
程
度
」

に
戻
し
、「
食
事
摂
取
」
で
は
「
一

部
介
助
」
に
「
食
べ
や
す
く
す
る

た
め
の
介
助
」
も
含
む
、
中
心
静

脈
栄
養
は
「
全
介
助
」
と
す
る
な

ど
で
す
。

　　

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
厚

労
省
は
「
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
ほ
ぼ
４
月
改
定
時
に
戻
っ
た
」

と
説
明
。
し
か
し
、
実
際
の
認
定

調
査
を
踏
ま
え
な
い
こ
と
や
基
準

時
間
設
定
の
基
礎
デ
ー
タ
が
施
設

デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
矛

盾
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
批
判
の
多
か
っ
た
認
知
症

の
調
査
項
目
削
減
に
よ
っ
て
、
状

況
把
握
や
判
定
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
て
い
る
か
の
検
証
の
形
跡

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
二
次

判
定
の
問
題
も
不
問
の
ま
ま
で

す
。

　

軽
度
判
定
の
促
進
と
同
時
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
依
存
に
よ
り
、
要

介
護
度
構
成
比
の
自
在
な
調
整
を

可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
認
定
シ

ス
テ
ム
を
介
護
給
付
費
抑
制
の
ツ

ー
ル
に
作
り
変
え
る
点
に
あ
り
ま

『利用できない・利用させない
　介護保険』にしてはならない！

　４月の介護保険改定内容について、その影響、実態等を報告。その２回目です。
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の
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軽
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し
く
み
作
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経
過
措
置
の
問
題
点

情
報
未
公
表
、軒
並
み
軽
判
定

す
。
認
定
基
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の
み
を
手
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し
て

も
こ
の
基
本
骨
格
を
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な
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り
、
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利
用
で
き
な
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・
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の
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ま
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の
「
資
格
」
「
水

準
」
を
決
定
す
る
介
護
保
険
制
度

の
根
幹
シ
ス
テ
ム
で
す
。
全
体
に

対
す
る
総
合
的
な
検
証
、
利
用
者

（
申
請
者
）
の
介
護
、
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
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も
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め
、
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・
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の
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、
地
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の
団
体
・
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の
講
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を
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け
、
大
い
に
知
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せ
る
活
動
（
私
も
６
回
ほ
ど
呼

ば
れ
講
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活
動
）
を
し
て
き
ま
し

た
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そ
し
て
、
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期
介
護
保
険
制
度

改
悪
の
方
向
性
も
見
え
て
き
て
い

ま
す
。
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護
新
署
名
・
私
の
ひ
と

こ
と
を
さ
ら
に
広
め
ま
し
ょ
う
。

当
院
で
も
各
事
業
所
に
依
頼
し
、

続
々
と
返
事
が
返
っ
て
き
て
い
ま

す
。

介護保険制度へ多くの切実な声
が寄せられています
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一
次
判
定
は
軽
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化
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で
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さ
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る
も

認
定
基
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く
修
正

改
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介
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泉病院  東病棟師長　三　浦　　　文

　「今日も（仕事が）終わったら行くんですか？」と職場の仲間からも聞かれるようになっ
た。水中ウォークが腰痛持ちにもいいと聞いてここ数ヶ月週２～３回のペースで通っている。
昨年７月に膝の手術をした頃から更に腰痛がひどくなり整形外科に通っていたがそこのＰＴの
方からも勧められて３月頃から通い始めた。

　当初は水の中を教わったようにただ黙々と歩いていたが、褒め上手のインストラクターにの
せられてついにクロールを泳ぐことになった。25ｍプールの端から端まで何度も何度も立って
は息をしていたが、ついに「おだててその気にさせる指導者」のお陰で何とか息継ぎをしなが
ら２５ｍ泳ぐことができるようになり以前にも増して通うのが楽しみになってきた。そして、
隣接しているジムのほうにも誘われて顔を出すようになった。腰が痛くなる程負荷をかけるな
とのアドバイスの通り軽めに軽めに筋トレに励んでいる。

　それにしても、健康志向ブームの高まりでか、通っている観音様ホテル（通称）のフィット
ネスクラブにも多くの老若男女が額に汗して体を動かしている。先日などプールで歩いている
時どう見ても80歳を越えていそうな婦人がやや腰を曲げてゆっくり水中ウォークをしており思

金金

10月24日（土）までに、別紙（サイボウズ掲示板にあります）に記入して、
協会事務局の平尾までお送り下さい。
(FAX：022-361-1124、メールアドレス：hirao55@zmkk.org)

を少しでも
は無理でも
筋

さわやかさわやか エッセ

わず館内の「ＡＥＤ」の場所を思い起こしたりしてしまった。そして、な
んとジムの中で泉病院の職員が６名揃ったことがあった。みんな同世代の
職員で、“体に故障なくもう少し働いていたい”だったり“退職後こそ健
康で楽しく過ごしたい”の思いは同じようで…。そのために「金」は無理
でも「筋」を少しでも蓄えなければ！と楽しく精を出している。

◇　　　　　　◇　　　　　　◇
　私も、Ａ面･Ｂ面ともに（整形外科の薬のせいか胃潰瘍が時に疼く腹面
Ａと、腰痛があるＢ面）痛みのない身体でもう少し働いていけたら…と今
日も観音様に見守られながら泳いでいる。

観 音 様 に 見 守 ら れ な が ら

『業務改善小集団活動第２回発表大会』開催のお知らせ
および発表参加の呼びかけ

『業務改善小集団活動第２回発表大会』開催のお知らせ
および発表参加の呼びかけ

○日　時　2009年11月７日（土）14時30分～17時30分
○会　場　坂総合病院セミナールーム

＊申し込み締め切り／

通 う の が 楽 し み に
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